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表１ ～ 年における父島八ツ瀬川の微量元素類測定結果

採取年

月日 平均 長谷川 常世ノ滝 八ツ瀬橋

元元素素 元素名 族 μ μ μ μ μ μ μ 元元素素 μ μ μ

ﾘﾁｳﾑ ｱﾙｶﾘ金属
ｶﾘｳﾑ
ﾙﾋﾞｼﾞｳﾑ
ｾｼｳﾑ
ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ ｱﾙｶﾘ土類金属
ｽﾄﾛﾝﾁｳﾑ
ﾊﾞﾘｳﾑ
ｽｶﾝｼﾞｳﾑ 希土類
ｲｯﾄﾘｳﾑ
ﾗﾝﾀﾝ ランタノイド
ｾﾘｳﾑ
ﾌﾟﾗｾｵｼﾞﾑ
ﾈｵｼﾞﾑ
ｻﾏﾘｳﾑ
ﾕｰﾛﾋﾟｳﾑ
ｶﾞﾄﾞﾘﾆｳﾑ
ﾃﾙﾋﾞｳﾑ
ｼﾞｽﾌﾟﾛｼｳﾑ
ﾎﾙﾐｳﾑ
ｴﾙﾋﾞｳﾑ
ﾂﾘｳﾑ
ｲｯﾃﾙﾋﾞｳﾑ
ﾙﾃﾁｳﾑ
ｳﾗﾝ アクチノイド
ﾁﾀﾝ チタン族
ｼﾞﾙｺﾆｳﾑ
ﾊﾞﾅｼﾞｳﾑ 土酸金属
ｸﾛﾑ ｸﾛﾑ族
ﾓﾘﾌﾞﾃﾞﾝ
ﾀﾝｸﾞｽﾃﾝ
ﾏﾝｶﾞﾝ マンガン族
ｺﾊﾞﾙﾄ 鉄族
ﾆｯｹﾙ
銅 銅族
銀
亜鉛 族
ｶﾄﾞﾐｳﾑ
ｶﾞﾘｳﾑ ｱﾙﾐﾆｳﾑ族
ｹﾞﾙﾏﾆｳﾑ 炭素族
鉛
ひ素 窒素族
ｱﾝﾁﾓﾝ
　注 ）原水→ろ過→硝酸・過酸化水素添加→加熱濃縮→キレート処理→ 測定 ）文献値は、放射化分析法による値

　注 ）原水→ろ過→硝酸・過酸化水素添加→加熱濃縮→ 測定

欠 文献値 （ 年採取）

表２ キレート処理の有無による測定値の差異

元素 族 族名
(A1)
濃度
μg/L

(A2)
濃度
μg/L

(A3)
濃度
μg/L

（試料A）
平平均均値値
μg/L

変動
係数

%

(B1)
濃度
μg/L

(B2)
濃度
μg/L

(B3)
濃度
μg/L

（試料B）
平平均均値値
μg/L

変動
係数

%

平均濃度
の比（B/A）

Sc 3 希土類 0.52 0.64 0.67 00..6611 13 1.1 0.77 0.84 00..9900 18 1.5

Y 3 0.23 0.26 0.24 00..2244 6 0.29 0.28 0.27 00..2288 3 1.2

La 3 ﾗﾝﾀﾉｲﾄﾞ 0.053 0.060 0.057 00..005577 6 0.056 0.063 0.061 00..006600 6 1.1

Ce 3 0.093 0.10 0.11 00..1100 7 0.11 0.11 0.11 00..1111 1 1.1

Pr 3 0.018 0.020 0.019 00..001199 7 0.020 0.021 0.021 00..002211 5 1.1

Nd 3 0.082 0.088 0.086 00..008855 4 0.086 0.080 0.080 00..008822 4 1.0

Sm 3 0.023 0.028 0.026 00..002266 10 0.027 0.027 0.029 00..002288 4 1.1

Eu 3 0.007 0.010 0.008 00..000088 19 0.008 0.008 0.010 00..000099 15 1.1

Gd 3 0.033 0.039 0.036 00..003366 8 0.037 0.034 0.042 00..003388 11 1.0

Tb 3 0.006 0.008 0.006 00..000077 18 0.007 0.008 0.010 00..000088 19 1.2

Dy 3 0.038 0.046 0.042 00..004422 9 0.044 0.043 0.045 00..004444 2 1.1

Ho 3 0.010 0.011 0.010 00..001100 9 0.011 0.011 0.014 00..001122 13 1.2

Er 3 0.028 0.031 0.031 00..003300 6 0.030 0.033 0.035 00..003333 7 1.1

Tm 3 0.005 0.007 0.005 00..000066 20 0.007 0.007 0.008 00..000088 6 1.3

Yb 3 0.033 0.040 0.036 00..003377 10 0.042 0.042 0.037 00..004400 6 1.1

Lu 3 0.006 0.008 0.006 00..000077 17 0.008 0.008 0.011 00..000099 19 1.3

U 3 ｱｸﾁﾉｲﾄﾞ 0.018 0.020 0.024 00..002211 15 0.019 0.022 0.024 00..002222 13 1.0

試料-A 
注1）

(繰返し回数：3) キキレレーートト有有 試料-B 
注２）

(繰返し回数：3) キキレレーートト無無

図 採水地点概略（本研究（時雨橋）及び文献の 地点）注） 地点のうち八ツ瀬橋は感潮域である。 
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東京都内湾部における底層溶存酸素量の実態

石井 裕一・馬 榕・安藤 晴夫 

【要 約】東京都内湾部における底層溶存酸素量の経月変化と成層強度との関係を検討した。底層溶存酸素は高

水温期に大きく減少し、 月には多くの地点で基準値を下回り、 月まで貧酸素状態が継続していた。成層強度

と底層溶存酸素量とは全体として負の相関関係にあり、成層強度の増大に伴い底層溶存酸素が減少しているこ

とが確認された。

 
【目 的】

公共用水域において底層を利用する水生生物の個体群が維持できる場を保全・再生することを目的に、

年 月に底層溶存酸素量が水質環境基準に追加され、東京湾においては 年 月に類型指定がなされた。

底層溶存酸素は生物の呼吸や有機物の酸化分解などに伴う酸素消費により減少する。海域の成層化により上下

層の混合が弱まると、上層から底層への酸素供給よりも底層での消費が卓越し、結果として底層の貧酸素化が

引き起こされる。ここでは、東京都内湾部の底層溶存酸素量の実態把握のため、その季節変動を調査し、成層

化との関係を検討した結果を報告する。

【方 法】

図 に示す東京都内湾部の 地点において 年 月から 年 月まで水質調査を実施し、多項目水質

計（ 社、 ）により溶存酸素濃度、塩分、水温等の鉛直プロファイルを測定した。各地点の鉛直プ

ロファイルから底泥上 ｍ層（底層）の測定結果を抽出し、各地点の底層溶存酸素量の経月変化を比較した。

さらに、塩分と水温の測定結果から海水の密度σ を導出し、表層（ ｍ層）と底層との差分⊿σ を成層強度と

定義し、底層溶存酸素量との関係を検討した。

【結果の概要】

各調査地点における底層溶存酸素量の経月変化を図 に示す。生物 類型に指定された水域の 地点（お台

場海浜公園、 、 、 、 、 ）では、測定を開始した 月以降、多くの地点で底層溶存酸

素は減少し、比較的水深の浅い 地点（お台場海浜公園および ）を除く調査地点では、 月には底層溶存

酸素は ～ 程度まで減少し、基準値 を下回っていた。その後は若干の世損酸素の増減はある

ものの、 月まで基準値を下回る貧酸素状態が継続していた。お台場海浜公園はこれらの地点より底層溶存酸

素が減少する時期がやや遅く、 月と 月に基準値以下となっていた（それぞれ および ）。

生物 類型に指定された水域の 地点（ 、 、 ）については、 では 月から 月まで基準

値を下回っていた（ ～ ）。一方 および では、 月に と同程度まで溶存酸素は減少

するものの（それぞれ および ）、 月には増加に転じており、他の地点とは経月変化の傾向が

異なっていた。

各調査地点の成層強度（⊿σ ）と底層溶存酸素量との関係を図 に示す。両者の関係は全体として負の相関

があり、成層強度の増大に伴い底層溶存酸素が減少していることが確認された。 および について

は有意な相関関係は認められなかった。 は水深が浅いことに加え、河川河口に位置することなど地理的

な要因も影響しているものと推察された。 は調査区域の東側の沖合に位置する地点である。同様に沖合

の 地点（ および ）は、有意な相関関係にあるものの（ ）、相関係数は他の地点に比べ小

さくなっていた。また、 と同様に大きく離れたプロットもあることから、成層強度の増大以外の要因、

例えば、他の水域からの性状の異なる水塊の底層への移流などによって底層溶存酸素が減少している可能性が

考えられた。
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図 各地点の成層強度（⊿σ ）と底層溶存酸素量との関係

全体として負の相関関係にあり、大半の地点で成層強度の増大期に底層溶存酸素が減少していることが確認さ

れた。 

図 各調査地点の底層溶存酸素量の経過月変化

生物３類型の地点では 月から 月の期間に基準値を

下回る月が多かった。生物 類型の地点は 月に基準

値を下回るが、東京湾奥部①の 地点は他の地点より

も底層溶存酸素の回復が早かった。

図 調査地点図

東京港および東京湾奥部②は生物３類型（底層溶存

酸素量の基準値： 以上）、東京湾奥部①およ

び東京湾央部①は生物２類型（ 以上）に指

定されている。
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